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２．添
そえ

田
だ

本
ほん

町
まち

地区と神
じん

幸
こう

祭
さい

にみる歴史的風致

（１）はじめに

添田本町地区は、岩石城の城

下として形成され、南から北へ

と貫く日
ひ

田
た

道
みち

が小
こ

倉
くら

から天領日
ひ

田
た

を結んだことにより、英
ひ

彦
こ

山
さん

参詣路としての役目を果たす日

田道の要衝として繁栄した。日田

道沿いを中心に、旧商家や寺社

等の歴史的建造物が残っている。

添田本町地区の神幸祭は、夏

の疫病退散や村中安全を祈願し

て、山笠の飾り付けの準備から、

当日神輿の後を山笠が巡行、山

笠の飾り付けを家に持ち帰って

玄関先に飾る習俗であり、地域

の人々により毎年行われている。

（２）添田本町の市街化の形成背景

添田本町地区の市街地の形成は、中世山城である

岩石城の城下として形成されたことに端を発する。

岩石城は、平
たいらの

清
きよ

盛
もり

が大
だ

宰
ざいの

大
だい

弐
に

であった頃、保元３

年（1158）に大
おお

庭
ば

平
へい

三
ぞう

景
かげ

親
ちか

に命じ、添田町の東にあ

る標高 454m の岩
がん

石
じゃく

山
さん

の山頂を主郭として城館を築

かせた。英彦山修験道の行場でもあった奇岩と急峻

な山裾で構成され「豊
ぶ

前
ぜん

一の堅城」という要城で

あったことから、築城以降、菊
きく

池
ち

氏、大
おお

友
とも

氏、大
おお

内
うち

氏、

秋
あき

月
づき

氏に攻められ、帰属を変更しながら、豊前の

要城として存続する歴史を繰り返した。天正 15 年

(1587)、豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の九州平定の折、４月１日に秋
あき

月
づき

種
たね

実
ざね

の城将熊
くま

井
がい

越
えっ

中
ちゅう

守
のかみ

、芥
あく

田
た

悪
あく

六
ろく

兵
べ

衛
い

ら

が守る城館を蒲
が

生
もう

氏
うじ

郷
さと

、前
まえ

田
だ

利
とし

長
なが

は２万もの軍勢を率いて一夜にして陥落させた。岩石城陥

落後、秋月氏、島
しま

津
づ

氏など悉く降伏し、秀吉が九州国分けをする発端となった。以降は小倉

城の付城として存続し、豊前領主毛
もう

利
り

勝
かつ

信
のぶ

や初代小倉藩主細
ほそ

川
かわ

忠
ただ

興
おき

に支配されるが、江戸時

代初期の元和元年（1615）の一国一城令により廃城となった。

この岩石城を中心として、その麓に位置する現在の添田本町地区などに城下町が形成され

た。添田本町地区を縦貫する不
ふ

動
どう

川
がわ

は、その上流に位置する不
ふ

動
どう

滝
たき

に源流をなす川で、途中

に不
ふ

動
どう

池
いけ

を形成するなど水量豊富で緑豊かな山麓を形成しており、難攻不落の岩石城の礎と

なった。『添
そえ

田
だ

町
ちょう

誌
し

』（昭和 34 年（1959））によると、江戸期まで不動川からの水流を湛えた

堀割が添田本町地区の南側に形成されていたと示されている。また、不動池とその周辺は、

現在添田公園として整備されている。

図　添田における通称の地名と主要建造物等の位置

中村家住宅
（町指定文化財）
中村家住宅
（町指定文化財）

添田町めんべい工場添田町めんべい工場

添田公園の範囲
岩石城跡の遺構測量線

岩石城本丸跡
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添田公園は、峰
みね

地
じ

炭
たん

坑
こう

を興した蔵
くら

内
うち

氏の同族で

あった久
く

良
ら

知
ち

妙
みょう

真
しん

が、岩石山のもつ山谷林泉の美

を活かして不動池周辺を整備したことに由来し、昭

和６年（1931）に開園した公園で、昭和 34 年（1959）

に都市公園に指定されている。

公園の東南側に不動滝があり、この水が公園の

南側に位置する不動池に流れ込み、西側に流れて不

動川となる。不動滝は、高さ約 30m、幅約２m でそ

の水は清冷で、岩に砕けて飛沫する様子は盛夏でも

涼を覚える。

また、不動池周りに多数植えられた梅の古木をはじめ、2,000 本余の桜、4,000 株余のつ

つじが春夏を彩り、秋には山麓の紅葉、蔦、ハゼなどが錦色に輝き、園内そして岩石山への

動線を趣のある情景で、散策者・登山者を迎えている。

公園区域内には、添
そえ

田
だ

神
じん

社
じゃ

や白
はく

山
さん

神
じん

社
じゃ

等の神社が立地する他、美術館や体育館等の公共施

設が立地し、多くの方が訪れている。

近世以降の添田本町地区は、南から北へと貫く日田道が小倉から天領日田を結んだことに

より、英彦山参詣路としての役目を果たす日田道の要衝として繁栄した。慶長７年（1602）、

細川忠興は小倉入りしてから領内の検地を行い、「手
て

永
なが

」制という行政制度を導入した。手

永は、小倉藩の統括支配の制度の一つで、田
た

川
がわ

郡
ぐん

には６手永を配置し、その一つを添田に設

けた。添田本町地区には、手永を仕切る大庄屋が置かれたことから添田手永の中心をなした

場所である。

小倉藩は、企
き

救
く

と田
た

川
がわ

、京
み や こ

都、仲
なか

津
つ

、築
ちく

城
じょう

の５郡と上
こう

毛
げ

郡
ぐん

の一部を領域としており、各郡

を統括支配するために郡代という役を設けた。この郡代は、家老に次ぐ重職であったと言わ

れている。この郡代の下には各郡を統轄する奉行が置かれ、これを筋奉行と称した。筋奉行

の管理する各郡内は、だいたい６～７千石、村数にして 15 〜 25 村を単位として１人の大庄

屋を置き、この大庄屋が管轄する地域内を手永と称した。田川郡には、糒
ほしい

、上
あが

野
の

、金
かな

田
だ

、伊
い

田
だ

、猪
いの

膝
ひざ

、添田の６つの手永がおかれていた。

添田手永は、元
もと

松
まつ

や副
ふく

田
だ

、柿
かき

原
ばる

、白
しら

土
つち

、成
なり

光
みつ

( 現、大任町 )、落
おち

合
あい

、桝
ます

田
だ

、野
の

田
だ

、添田、

庄
しょう

、新
しん

城
じょう

、真
ま

木
き

、岩
いわ

瀬
せ

、伊
い

原
ばる

、津
つ

野
の

( 現、添田町 ) の各村を管轄し、これら各村には庄屋が

置かれた。

不動池

図　添田公園の区域と配置

美術館美術館

不動滝



第２章　添田町の維持向上すべき歴史的風致２-40

手永の中心で大庄屋が居していた添田本町地区

は、日田道を中心として道を横切る２筋の川により

地名が分かれており、今日もその地名が地域住民の

間で使われている。『郷
きょう

土
ど

史
し

誌
し

そえだ第
だい

12 号
ごう

』（昭

和 62 年（1987））によると、通称の地名は、添田の

日田道の北側を流れる清
し

水
みづ

川
がわ

、南側を流れる不動川

により３つに区分される。不動川より南側を上
かみ

町
まち

組
ぐみ

、不動川と清水川の間を下
しも

町
まち

組
ぐみ

、清水側の北側を

下の原
はら

組
ぐみ

と通称で呼んでいた。

添田手永の中心地であった添田本町地区上町・下

町には、商家として重要文化財「中
なか

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

」があり、その近くに、藩公御成のとき開かれ

たという通称「御
お

成
なり

門
もん

」を残す大庄屋中村家には、今もなお貴重な歴史的資料が豊富に保持

されている。また、町指定文化財「中
なか

村
むら

家
け

住
じゅう

宅
たく

」や現在も商業を営んでいる醤油屋などの歴

史的建造物が良好な市街地を形成している。また、不動川に架かる本町橋の背後にある岩石

城大手門跡には「法
ほう

光
こう

寺
じ

」が建てられた。

添田町の古い時代の商業は明らかではないが、添田手永として、また英彦山参詣の通路と

して、上町や下町の日田道沿いに人家が建ち並び、商家も生まれた。明治の中頃には、法光

寺橋の上下に数軒の呉服店、油屋、質屋、材木店、宿屋、醤油店、雑貨店等の商家が建ち並

んでいた。呉服など商品の仕入れは中津や小倉が主で、馬の背を借りて運搬していた。

図　添田本町地区周辺町割りと主要な歴史的建造物　『大
おお

絵
え

図
ず

』（明治初年頃）

北 南

東

西

不動川

清水川

日田道

上町下町

御成門
宮崎家住宅

法光寺

旧添田銀行 岩城家住宅

中村家住宅
（町指定文化財）

中島家住宅
（重要文化財）

昭和 30 年（1955）頃の中島家住宅周辺
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（３）歴史的風致を形成する建造物

１）中
なか

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

( 重要文化財（建造物）)

中島家住宅は、小倉から英彦山に至る日田道の宿

場町の一つである添田本町の下町に位置し、小
こ

字
あざ

名
めい

は下
しも

町
まち

東
ひがし

側
がわ

である。中島家は屋号を「和
わ

多
た

屋
や

」と

称する商家で、江戸時代には櫨
はぜろう

蝋の製造で財を成し、

名字帯刀を許された旧家である。明治初年から大正

年頃までは酒造業を、その後は醤油醸造業を営んで

いた。こうした来歴により屋敷内には酒蔵や醤油蔵

と称する付属建物が残存し、主屋と併せて重要文化

財に指定されている。『重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

中
なか

島
しま

家
け

住
じゅう

宅
たく

保
ほ

存
ぞん

修
しゅう

理
り

工
こう

事
じ

報
ほう

告
こく

書
しょ

』（昭和 60 年（1985））によると、

大屋根鬼瓦のへら書きから主屋は安政６年（1859）

の建築とされる。

主屋は平入の一部を二階建とする建物で、妻入の

町家が多い宿場町の中では屋敷の間口も広く、また

建物も上質で際立つ存在である。室内は六間取りの

母屋に下屋による拡張部の空間が付属する形態であ

るが、この六間取りの形式は近隣の農家建築に見ら

れるもので、町家でありながら農家の間取りの影響

を受けている。更に土間寄りの４室部分は根太天井

として２階が設けられているが、奥側の座敷、仏間となる空間には２階は設けられていない。

外観において棟落ちしている平屋部分がこの２室に該当する。この間取りがこの地域の商家

の規範となっている。建屋全体は白漆喰の塗屋であるが、格子窓や下見板張りの腰壁、真壁

造の土塀など、随所で木部を露わにした白黒のコントラストが強調される格式ある意匠が美

しい。また、屋敷の奥には広大な庭園が広がり、岩石山を借景した作庭が広がる。

２）中
なか

村
むら

家
け

住
じゅう

宅
たく

（町指定文化財）

中村家住宅は、中島家住宅（重要文化財（建造物））

から南側の添田本町地区上町に位置し、小字名は上
かみ

町
まち

東
ひがし

側
がわ

である。近隣には細川忠興が寄進した総欅

造の山門が建つ古
こ

刹
さつ

法光寺や添田手永中村家の御

成門、旧
きゅう

添
そえ

田
だ

銀
ぎん

行
こう

の古式建造物が立ち並ぶ。中村家

は屋号を「新
あたらし

屋
や

」と称し、古来酒造業を営んでいた

といわれるが、明治 44 年（1911）に「ニダイマス」

の商標を得て、醤油製造業に専念した。同年 11 月

天皇の福岡巡幸に際し、醤油１樽を献上し、その後、

数々の品評会で優秀賞を受賞、昭和３年（1928）第

11 回全国酒類醤油品評会で一等優秀賞を受賞するなど評価も高く、後継者がなく平成 10 年

（1998）に廃業するまで、近隣より多くの人が買い求めてきた。建物は明治末に火災によっ

て失ったが、大正初期に再建した。店舗棟は外観漆喰塗りの土蔵造で総二階建、土間みせ、

通り庭が店舗棟の半分以上を占める。正面の大戸口を入ると、土間には裏口まで２列の御影

石の棹
さお

石
いし

が並べられ、荷車の軌道が設けられている。２階には表に面して重厚な納戸がある。

中村家住宅 (町指定文化財 )

中島家住宅 (重要文化財（建造物）)

岩石山の借景



第２章　添田町の維持向上すべき歴史的風致２-42

店舗棟の北側に前室、玄関の間、仏間と続き、格調高い書院のある座敷へと繋がる。店舗棟

と座敷棟の間に１坪ほどの坪庭があり、その背後に４畳半の茶室が備わり、裕福で格式ある

商家であったことが窺
うかが

える。不動川の東側に醸造棟、倉庫など古来からの醸造所があり、醤

油樽や醤油溜り、絞り器等の醸造具が当時のまま残され、醸造の盛んであった添田本町地区

の風情をよく伝えている。平成 23 年（2011）に町指定文化財に指定された。

３）宮
みや

崎
ざき

家
け

住
じゅう

宅
たく

宮崎家は、上町西側に位置し、中村家住宅に対面

する。地元では「御隠居」と称せられ、白山神社の

宮柱家である。宮柱とは、神社を守り継いでいく柱

元という意味で、寛永 21 年（1641）の遷宮、宝永

６年（1709）の本殿建立、文化 11 年（1814）の拝

殿改修、昭和６年（1931）の鳥居建立、これらの全

てに施主として名が残されている。また、10 月中

旬に行われている白山神社権現講にも宮柱家として

深く関わっている。

町の資料によると、宮崎家住宅は明治 29 年（1896）

の本瓦葺の建物で、添田本町地区の規範となった重要文化財である中島家住宅の意匠をよく

留めている。土間から仏間座敷へと３間続き、その右手に書院がある。組子欄間、簀
すの

子
こ

障子

など当時のままの意匠も美しい。縁が廻る２階も重厚で、荘厳な風格を醸している。

４）御
お

成
なり

門
もん

法光寺前の通りを挟んで、西側に大庄屋添田手永

中村家の居宅がある。小倉藩主細川家が行政区画と

して導入した手永の中心として発達した添田本町地

区の中枢であり、添田本町地区に町家が集中し、独

自の町割りが完成した。大庄屋自体の建物は改築し

て見られないが、『添
そえ

田
だ

町
ちょう

誌
し

』（昭和 34 年（1959））

でも存在が確認できる御成門が通りに面して残され

ている。細川家後に小倉入りした小
お

笠
がさ

原
わら

家も手永制

度を引き継ぎ、中村家は大庄屋として地域統括にあ

たり、藩主の鷹狩りや英彦山参詣の折たびたび開門

した。改修されているものの江戸時代往時の風格を残す門塀が通りを引き締めている。

５）旧
きゅう

添
そえ

田
だ

銀
ぎん

行
こう

『添田町誌』（昭和 34 年（1959））によると、添田

銀行は明治 34 年（1901）１月２日に添田町日田道

に開業し、後に法光寺前に移転した。添田銀行は、

昭和２年 (1927) からの金融恐慌も乗り切ったが、

昭和７年（1932）に解散に至った。その後、民家と

して使用され今日に至っている。１階部分は改修さ

れているものの、２階外観は当時のまま保存されて

おり、大正期の風情をよく止めている。寄棟瓦葺、

御成門

旧添田銀行

宮崎家住宅
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二階建の洋館で、町家建築が多い本町通りのまち並みの中で、独特の雰囲気を醸し出してい

る。大正時代、添田本町地区には添田銀行を始め、田川銀行、吉井銀行などの地場銀行があり、

この地域の発展ぶりを窺うことができる。

６）法
ほう

光
こう

寺
じ

法光寺は、天
てん

然
ねん

上
しょう

人
にん

(浄
じょう

祐
ゆう

) の開基と伝えられ

ている。天然上人は文明元年 (1469) 京都で浄土宗

を学び上人の位を得て、同６年 (1474) 豊前 柳
やなぎ

ヶ
が

浦
うら

( 北九州市門司区 ) に法光寺を創立した。同 14 年

(1482) 上人は再び上洛し、本願寺第八世の蓮
れん

如
にょ

に

会って、その弟子となり、浄祐の法名を授けられ、

同 16 年（1484）蓮如の弟子の順
じゅん

誓
せい

とともに柳ヶ浦

に帰り、翌年蓮如真筆の額を掲げた。その後、天然

上人は豊前豊後の地に浄土真宗の教えを広めた。

天然上人没後、順誓が法光寺二世となり、京都郡

荒
あら

津
つ

井上名に寺を移し、文禄元年 (1593) 田川弓
ゆ

削
げ

田
た

村
むら

で教えを広め、慶長４年 (1599) に添

田野
の

田
だ

口
ぐち

の新町副
ふく

田
だ

峯
みね

高
たか

屋
や

屋敷に移った。その後、慶長年中に岩石城大手門跡に寺地を拝領

し、山号「寂静山」を頂いた。総本瓦葺の本堂は明治年中に焼失し再建されたが、消失をま

ぬがれた総欅造の山門には細川家拝領の九
く

曜
よう

紋
もん

蟇
かえる

股
また

が今も掲げられる。小倉藩主細川家が大

庄屋と寺門を対峙して配置し、日田道沿いの町割りを創出したことがわかる。『添田町誌』（昭

和 34 年（1959））の古写真から往時の姿を伺うことができる。

７）白
はく

山
さん

神
じん

社
じゃ

白山神社は『白
はく

山
さん

神
じん

社
じゃ

縁
えん

起
き

』によると昔、新
しん

羅
ら

国
こく

曽
そ

褒
ほ

里
り

から３神が岩石山にやって来て、岩石山に

草木が生えるようにした。その後、吾
あ

勝
がつ

尊
そん

(天
あめのほし

忍

骨
ほねのみこと

尊 ) が天降ったという。保元３年（1158）に平清

盛の家臣の大庭景親が岩石城を築城した折、豊
とよ

比
ひ

咩
め

神
じん

社
じゃ

と曽
そ

褒
ほ

里
り

宮
ぐう

を合わせて白山明神を興して岩石山

西麓に白山権現社を移した。その後宮崎家が代々宮

柱家として造営してきた。記録には「葛城白山宮御

遷宮　寛永二十一 (1644) 甲申三月　山下　御遷宮

奉仕　…　添田町　宮崎五郎衛門」、「奉建立白山宮　

宝永六 (1709) 歳乙丑十月二十一日　…　施主　宮崎五郎兵衛」「白山宮拝殿再建　文化十一

(1814) 年甲戌卯月四日　…宮柱　宮崎彌兵衛」と有り、白山宮と深い縁が認められる。現在

は添田神社の北側に隣接しているが、元は西側の台地上にあり、昭和 54 年（1979）に移築

された。『添田町誌』（昭和 34 年（1959））の古写真から往時の姿を伺うことができる。

白山神社

法光寺
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（４）歴史的風致を形成する活動

１）神幸祭の歴史

添田本町地区の神幸祭の由来については、添田

町編『岩
がん

石
じゃく

城
じょう

史
し

』（昭和 52 年（1977））によると、

古来、５月中旬に上添田にある須
す

佐
さ

神
じん

社
じゃ

の祇園祭

として行われていたもので、文久元年（1861）の

記録が西
にし

本
ほん

町
まち

（町二区）で保存されている。かつ

て祗園祭は、上添田組と町組が共同して祭礼を行

い、白山宮から神輿が出て、御旅所に移り、翌日

須佐神社に登り、白山宮に還御するものであった。

これについて、『郷
きょう

土
ど

史
し

誌
し

そえだ第
だい

３号
ごう

』（昭和

56 年（1981））によると、時代と共に白山権現社か

ら須佐神社等を勧請し、年々祭りが大きくなり、また村人たちを動員した祇園祭となり、近

郷近在では稀にみる一大行事となったとされる。江戸時代には、小倉藩主小笠原公も代々添

田祇園祭に勅使代参を立てていて、山
だ

車
し

の最上段横幕に、小笠原公の三階菱の家紋が施され

ている。祇園祭の行事は、５月 14 日の初日がお下りで、翌 15 日にお上りがあった。14 日は

発輦神事で神輿に神移しが済むと神輿方にお神酒が振舞われ、お下り行事となる。神輿方は

担ぎ手８名と付添２名で、白丁に烏
え

帽
ぼ

子
し

姿に白足袋、草
ぞう

鞋
り

履でこれを担いだ。神輿が出立す

るとそれに続いて山車が巡幸した。添田本町地区をとおる神輿や山車の様子を写す昭和 30

年（1955）頃の古写真が残されている。

２）現在の神幸祭

神幸祭は毎年当番役に受け継がれ、神輿台帳、

山車台帳に記録され、明年の当番の組に申し送っ

ている。

神幸祭は、まず最初５月 10 日に注
し

連
め

下
おろ

し行事が

あり、山元に当たった組中の男衆は注連下し行事

を行い、女衆は全員で直
なお

会
らい

の準備をする。

山車の飾り花のバレンは、花切と称して、各家

庭で花形に切った和紙を色染めする。それを長さ

５m 程の割竹に色紙を巻きつけ、桜花の切花を付け

500 本余作り、稲穂に見立てて、山車の四方に垂ら

す。今は公民館で仕立てている。

添田本町地区をとおる神輿の様子
（昭和 30 年（1955）頃）

添田本町地区をとおる山車の様子
（昭和 30 年（1955）頃）

公民館で行われるバレン作り

須佐神社
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山笠はお上り、お下りのある前日の夜、提灯山

として町内を練り歩く。祇園山笠の名残と思われ、

前祭りとして夜７時頃に公民館から出立する。

お上りの当日、早朝に当番役は行橋市長井浜ま

で神輿、山車の前祓いのため御潮井を汲みに行き、

他の者は総掛かりで前夜の提灯を外し、花笠バレ

ン、花飾り、刺繍入り横幕をつけ山笠に仕立てる。

神官が白山神社で神移しを行い、神輿を御旅所

まで運び、発輦祭が行われる。午後１時頃から神輿

のある御旅所で発輦神事を行い、神官、氏子、担

ぎ役が御旅所からお練を始める。この後、２時頃

から山車が安置されている公民館から出立する。

上添田区の神輿の先頭には赤旗 10 本が進み、神輿元が裃袴姿で白幣を持って進む。その

次に、宮司、奏楽が道囃子を演奏しつつ進み、紋付羽織と袴姿の区長、神社総代や有志が続

いた。道路狭しと練り歩き「ワッショ～ワッショイ」

のかけ声勇ましく行進する。これに続いて台持ちが

２名、その次に神社総代や有志が大勢、お供として

続く。添田本町地区の神輿が後に続いて行動する。

その次に上添田区の来年の山元が、袴姿で金幣を

持って進み、本年の山元が御潮井桶を持ち、前祓い

として子笹で左右に浄めの御潮井を振りつつ進む。

午後５時頃に御旅所に着き、供え物や張幕、献灯

提灯等の飾り付けが済んで、宮司によりお通夜の祝

詞奏上がある。これから夜市やお通夜が行われ、一

般参詣の人出で御旅所広場は大混雑し、身動きも出

来ないほど賑やかである。

山車行列は、町二行政区と町三行政区の２つの

地区において行われており、祭りの内容や練り歩く

ルート等が異なる。山車の先導役は山車の屋根に

登って誘導し、内部には銅拍子役の子供が乗車し、

太鼓や鐘を鳴らしながら街を練り歩いている。

本町地区上町組である町二行政区の山車行列は土

日でルートを変えて巡幸する。

幟と鮮やかなバレンが映える山車行列

中島家住宅前の日田道を上る山車行列

御旅所での神輿発輦神事 中島家住宅前を通る神輿行列

０ ３km

Ｎ

添田町添田町

添田本町添田本町

行橋市長井浜行橋市長井浜

御潮井採りの位置
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１日目のお下りは、法光寺前の御旅所から出立し、旧街道の面影を感じさせる旧添田銀行、

御成門、宮崎家住宅、中村家住宅などが立ち並ぶ日田道を上町方向に上り、一旦白山神社方

向に向かう。不動川際まで行くと、ここで白山神社方向に参拝する。ここで折り返し県道に

出て添田郵便局を経て、上添田地区方向へ向かい、途中白山神社へと向かう。上り坂前で折

り返し再び郵便局から神輿お披露目のため添田駅、添田町役場、旧町場の大
たい

正
しょう

町
まち

地区まで行

く。ここで折り返し、郵便局前から旧道に入り、西
にし

本
ほん

町
まち

を練り歩く。下
しも

町
まち

堺道から日田道へ

と戻り、御旅所へと帰る。２日目のお上りは、ほぼ同じ行順を辿るが、上添田地区、添田駅、

大正町地区は練らない。最後に御旅所には帰らず、公民館へと向かい、山車を片付け、その

後直会がある。

中村家住宅前を通る提灯山巡幸

図　神幸祭ルート（町二行政区）

中村家住宅
（町指定文化財）
中村家住宅
（町指定文化財）

添田町めんべい工場

御旅所から岩石山を望む
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本町地区下町組である町三行政区の山車行列は、金曜の夜山・土曜・日曜でルートを変え

て巡幸する。

金曜の夜山は神輿庫から出立し、岩瀬地区方向に向かい、村口堺まで行くと折り返し、県

道まで出ると伊原地区方向に折れ、町四区行政区堺まで行き、そこから折り返して、下町地

区を日田道を中島家住宅方向に上り、中島家住宅から白山神社方向に入り、急坂となる途中

で折り返す。再び中島家住宅の交差点から御
お

旅
たび

所
しょ

まで行くと町堺道から添田町めんべい工場

方向に向かい県道に戻って神輿庫へと帰る。お下りは、添田駅前広場で神輿のお披露目のた

め、添田駅まで行っている。

お上りは、夜山と同じであるが添田町めんべい工場を周回する行順を辿り、最後は中島家

住宅から町三区公民館に着き、ここで直会座がある。

図　神幸祭ルート（町三行政区）

中村家住宅
（町指定文化財）
中村家住宅
（町指定文化財）

添田町めんべい工場

提灯山巡幸の様子 中島家住宅周辺から岩石山を望む
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祭りの最後、山車に飾られたバレンを人々がもらっ

て帰り、屋根の上に投げ上げて家守りとしたり、玄

関先にかけて、災い除けにする習わしが現在も継承

されている。町中を歩くと、玄関先に飾られる色と

りどりのバレンが祀られており、その様子から現在

も信仰が保たれた独特の趣を感じ取ることができる。

（５）まとめ

添田本町地区の神幸祭は、英彦山にまつわる神幸祭の流れと祇園祭の流れを汲む祭りとし

て、今は疫病退散や町内安全を祈願している。この神幸祭は、岩石城の城下町に端を発して

整備された日田道沿いの町割りの上に、中島家住宅を中心とする町家建築が軒を連ねる中で

老若男女関わらず参加する祭りで、稲穂に見立てた華やかなバレン飾りをなびかせて山車が

巡幸する様は、白壁に映えて非常に美しい。往時の町家の人々の歓声や活気が蘇ってくるよ

うであり、白山神社の権現信仰と相まって比類なき情緒が残されている。

玄関先に飾られるバレン

中村家住宅
（町指定文化財）
中村家住宅
（町指定文化財）

凡例

神幸祭のルート

歴史的風致を構成する建造物

関連する建造物

歴史的風致の範囲

図　添田本町地区と神幸祭にみる歴史的風致の範囲
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コラム２　白山宮の権現祭

添田本町地区では法光寺前にあったゑびす様のゑびす祭、白山宮の権現祭、白山宮の

秋大祭が行われていた。ゑびす祭は近年行われなくなり、秋大祭も権現祭と併せて行わ

れるようになっている。

白山宮の権現祭は添田旧町部の祭りで現在の行政区単位では添田本町地区のある町一・

町二・町三・町四行政区の氏子が参加して行われている。

旧暦 11 月第二午の前日に町一・町二・町三・町四の回り当番で宮座が行われていた。

そのとき、宮柱宮崎家に保管されている３枚の「オト帳」という錦の垂幕を神殿に掛け

なくては祭典が始まらず、供物や直会座の規律も厳しかったという。当場渡しという来

年の当番への引継ぎには豆腐十丁を礼として差し出し、祭り帳と一緒に引渡していた。

この「オト帳」を保管している宮柱宮崎家は地域では「御隠居」と呼ばれ、記録では

寛永年間から白山宮造営のときの施主を務めた。

「オト帳」は荘厳な花草竜紋の錦で出来ており、天保３年 (1832) ５月に寄進されている。

このことから権現祭は江戸時代後期には既に行われていたものと考えられている。

権現祭は現在、10 月中旬の日曜に行われており、同様に町一・町二・町三・町四で回

り当番で行われ、当番となった座元は白山宮宮柱に出立を促す。以前は「３回呼びに来

るまで出立しない」といわれ、かつての御当主も若い頃早く出向くのを母親から窘
たしな

めら

れたという。ようやく、宮柱が神社へ出向き、「オト帳」が神殿に掛けられると、神主の

祝詞奏上が始まる。参列者への修祓いの後、宮柱から玉串拝礼が始まる。祭典が終わる

と直会座が始まり、当番渡しが行われる。

権現祭の後、後日組内では内座と呼ばれる権現祭の講が持たれ、今でも広く信仰され

ていることがわかる。

このように今でも厳しい規律で祭りが行われ、

添田本町地区の秋の風情として権現祭が行われ

ている。

宮柱宮崎家に伝わる「オト帳」

白山神社で行われる権現祭の様子

宮柱が神前にオト帳を掛ける様子


